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腎細胞癌を合併した馬蹄鉄腎の1例
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   A 65-year-old man with pyuria visited our hospital. Physical examination had revealed a mass 
in the left upper quadrant of the abdomen. Intravenous pyelogram, ultrasonogram, computerized 
tomography and selective renal arteriogram suggested a hypervascular renal cell carcinoma on the 
left side of the horseshoe kidney. A left radical nephrectomy with division of the isthmus was 

performed. The pathological diagnosis indicated renal cell carcinoma consisting of clear cell type 
without invasion of the capsule or renal pelvis. Treatment with a-interferon was started and has 
continued for six months with no evidence of recurrence. Only 35 cases of horseshoe kidney with 
a renal tumor have been reported in the Japanese literature. Among them, adenocarcinoma was 

present in 54.3% of the cases, renal pelvic tumor in 17.1%, and nephroblastoma in 14.3%. While 
adenocarcinoma in horseshoe kidney is seen less often than normal kidney, there is an increased 
incidence of both renal pelvic tumor and nephroblastoma. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 37: 613-615, 1991)
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緒 言

馬蹄鉄腎に発生す る腫瘍は腎芽細胞腫,腎 孟腫瘍 の

比率が高 く,腎 細胞癌 の占め る割合は比較的少 ないと

され るi).本 邦 で は 土屋 らの 報告以来18例 にす ぎな

い2,3).今 回,わ れわれは,腎 結石を伴 った馬蹄鉄腎

に発生 した腎細胞癌の1例 を経験 したので,若 干の文

献的考察を加xて 報告する.

症

症 例:65歳,男 性

主訴:膿 尿.

家 族歴:特 記 す べ き こ とな し

既 往歴:糖 尿 病,肺 気腫,

中,

現病 歴:1989年6月,

例

慢性肝炎にて近医受診

近 医 に て 尿路感染症 を疑わ

れ,経 口薬を投 与され るも軽快 しなか った.同 年10月

4日,膿 尿が持続す るため 当科を受診 した.腹 部触診

にて,左 上腹部に手拳大 の腫 瘤を 触知 し,超 音波検

査,排 泄性腎孟造影施行(Fig・1),左 腎結石 を伴 った

馬蹄鉄腎に合併 した左腎腫瘍を疑い,精 査 。加療 を 目

的 として,同 年10月17日 に当科 に入院 した.

入院時身体所見=身 長165・5cm,体 重48kg,血 圧

132/80mmHg,脈 拍70/min.整.表 在 リンパ節の腫

張を認めない.左 上腹部に手拳大 の腫瘤を触知 し,表

面平滑で可動性は良好であった.

入 院時検査所見 ・血 沈1時 間値86mm.血 液所見,

血液 生化学的検査,腫 瘍マーカーに特に異常を認 めな

い.尿 所見で 白血球 を多数/1視 野,赤 血球を5～10!1

視野認 める.

入 院後経過 ・入院前に行なわれた排泄性腎孟造影 で

は,右 腎孟 の回転異常 と左腎下極に一致 する結石像が

認め られ るが,左 腎は造影 され なか った(Fig.1).

入院後 のCT像 で,馬 蹄鉄腎 の存在 と左腎上極 に内

部不均一な腫瘤陰影 を 認 め(Fig.2),選 択的左腎動

脈造影にて,腫 瘍 は血管増生著明であった(Fig.3),

左腎結石を伴 った馬蹄鉄 腎に合併 した左腎腫瘍 と診

断 し,10月30日,峡 部離 断術後根治的左腎摘除術 を施

行 した,

病理所見 ・腫瘍 は6・0×5・5×3・Ocmで 腎 被膜下 に

及ぶが,腎 被膜外への浸潤は認め られなか った.腫 瘍

割面は淡黄色で一部壊死を伴い,周 囲組 織 との境 界は
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Fig.1.Intravenouspyelogramshowshorseshoe

kidneywithnon-functioningleftrenal

unitassociatedwithcalculi(*).

Fig.3. Leftrenalarteriogramshowsrichly
vascularizedmalignanttumor(arrows).

.箋

Pig.4.Grossappearanceoftheleftkidney
andtheencapsulatedtumor(6.Ox5.5x
3.Ocm).

行部に直径約2cmの 結石 が 存在 した.腎 孟粘膜下

に軽度の細胞浸潤が認め られたが,腫 瘍周囲には及 ん

でいなか った.

術後経過は良好で,ll月27日 よ り天然型 のmイ ン

ターフ ェロン300万単位の投与を開始 した.α 一イ ンタ

ーフェロンに よる副作用は特 に認め られず,12月6日

退院 した.現 在外来で継続投 与中であるが,転 移 ・再

発所見は認め られていない.

Fig.2.CTscanshowssolidmassonleftside

ofhorseshoekidney(A),andisthmus

(B>・

明 瞭 で あ った(Fig.4).病 理 組 織 学 的 に は,clear

celltype,pT2b,N。,M・ の 腎 細 胞 癌 で あ っ た.ま

た,腎 孟 内は,黄 白色 の膿 尿 で しめ られ,腎 孟 尿 管移

考 察

馬 蹄 鉄 腎 は 比 較 的 よ くみ ら れ る腎 の 先 天異 常 で あ

り,二 次 的 合 併症 を 伴 う事 が 多 い1,4,5).し か しなが

ら,本 邦 に お い て,腎 腫瘍 合 併 例 は,自 験 例 を 含 め て

35例 が報 告 され て い るに す ぎな い2・3)こ れ らの 症例

を組 織 学 的 に 分 類 す る と,腎 細 胞 癌19例(54.3%),

腎 孟 腫瘍6例(17.1%),腎 芽 細 胞 腫5例(14.3%0)

であ る.Smith-BehnandMemo(1988)6)の 報 告 に



林,ほ か ・馬蹄鉄腎 ・腎細胞癌

Table1.Comparisonoftumortypeinthe

populationwithantiwithouehorseshoe

kidney.

腫瘍の種類 馬蹄鉄腎(本 邦)馬 蹄鉄腎(*)正 常腎(寧)

腎細 胞 癌54,3%(19)..45%(61)#M83.0%

20%(27)7.7

28%(38)5.6%

7%(10)3.0%

ろ詳細は不明である.

腎孟腫瘍17.1%(6)

腎芽細胞腫14.3%(5)

その他14.3%(5)

*:Smith-BehnandMemo(1988),..:症 例 数

よれば,腎 細胞癌45%,腎 孟腫瘍20%,腎 芽細胞腫28

Dと なってお り,組 織型別頻度では,本 邦での集計は

欧米のそれ とほぼ同様 である(Table1)・ 一方,正

常腎に発生 した悪性腫瘍 の頻度は,腎 細胞癌83%,腎

孟腫瘍7,7%,腎 芽細胞腫5.6%と なってお り6),馬 蹄

鉄腎では正常腎 よ りも腎細胞癌の発生頻度が低 く,腎

孟腫瘍 ・腎芽細胞腫の頻度が高い事 がわか る(Table

l).本 邦 に お い て も,馬 蹄鉄腎に合併 した腎細胞癌

は,自 験例を含み19例 にす ぎない.馬 蹄鉄腎に腎孟腫

瘍合併頻度の高い理 由と しては,二 次的合併症,す な

わち尿の停滞,結 石形成,感 染症等の頻 度が高 く,発

癌因子 との接触が濃厚である事 が あげ られて いる4)

自験例は結石を合併 しているにもかかわ らず,発 生 し

た腫瘍は腎細 胞癌で あった.こ の症例では,炎 症所見

が腫瘍に及んでい ない事か ら,結 石 の存在 と腎細胞癌

の発生は独立 した ものと考え られる.ま た,腎 芽細胞

腫の頻度の高い理 由 としては,馬 蹄鉄腎それ 自体が先

天性の奇形であ り,そ の他 の奇形や異常を伴 う確率の

高い事 があげ られている7).こ の2つ の腫瘍発生頻度

が高い事 は,腎 細胞癌の相対頻度を逆に低 くす る大き

な理 由となるが,他 の腫瘍 発生病理的素因がある事 も

否定 し得ないであろ う.

このよ うに,腎 腫瘍の種類 と発生頻度 に関 しては,

腫瘍発生の機構上注 目すべ き所があるが,現 在の とこ

結 語
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馬蹄鉄 腎に合併 した腎細胞癌 の一例 について報告 し

た.自 験 例は,馬 蹄鉄腎に合併 した腎腫瘍全体 と して

は本邦第35例 目,腎 細胞癌 としては本邦x;19例 目で あ

る.

馬蹄鉄腎に合併する腫瘍は正常腎に くらべ腎細胞癌

が相対的に少 な く,腎 芽細胞腫,腎 孟腫瘍の相対頻度

が高い とい う注 目す べ き点 が あ り,腫 瘍の発生病理

上,今 後興味 が もたれ る.

稿を終えるに際し,御 校閲を賜わった東京医科歯科大学泌

尿器科大島博幸教授に感謝致 します.

本論文の要旨は第3回 日本泌尿器科学会茨城地方会におい

て発表した.
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